
編 集
後 記

議会報編集委員会から
　

紅
葉
の
便
り
が
聞
か
れ
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
皆
様
に
は
、
お
元
気
で
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
第
３
回
定
例
会
で
は
、
２
件
の
請

願
書
が
提
出
さ
れ
審
査
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
市
長
提
出
議
案
で
は
、
八
潮
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
を
は
じ
め
、

八
潮
市
一
般
会
計
補
正
予
算
や
人
事
案
件

等
36
議
案
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
日
一
日
と
寒
さ
が
増
し
て

ま
い
り
ま
す
。
皆
様
に
は
、
ご
健
康
に
留

意
さ
れ
、
実
り
多
い
秋
を
過
ご
さ
れ
ま
す

よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。（

中
嶋　
善
文
）
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委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
、
平
成
23
年
度
八
潮
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
の
分
割
付
託
１
議
案
、
平
成
24
年

度
八
潮
市
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
２

号)

の
分
割
付
託
１
議
案
、
そ
の
他
の

５
議
案
の
あ
わ
せ
て
７
議
案
の
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
請
願
第
５
号
「
所
得
税
法

56
条
」
を
廃
止
す
る
よ
う
国
や
政
府

関
係
機
関
に
意
見
書
提
出
を
求
め
る

請
願
書
の
審
査
も
行
い
ま
し
た
。

　

八
潮
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
で
は
、
「
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
興
に
関
し
、
市
が

実
施
す
る
防
災
の
た
め
の
施
策
に
必

要
な
財
源
を
確
保
す
る
と
い
う
こ
と

か
ら
地
方
税
の
臨
時
特
例
を
設
け
、

個
人
住
民
税
を
県
市
合
わ
せ
て
１
０

０
０
円
引
き
上
げ
る
と
い
う
法
律
に

基
づ
く
提
案
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

第
一
に
指
摘
し
た
い
こ
と
は
、
そ
れ

を
10
年
も
の
長
期
に
わ
た
っ
て
行
う

と
い
う
も
の
で
も
あ
り
応
能
負
担
の

原
則
に
基
づ
い
て
行
う
と
い
う
こ
と

を
求
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
二
に
は
、
や
る
べ
き
こ
と
を
ま

ず
し
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
決

算
審
査
の
中
で
、
配
当
割
交
付
金
や

株
式
等
譲
渡
所
得
割
交
付
金
を
本
則

課
税
に
戻
す
と
、
理
論
的
に
は
市
へ

の
交
付
金
は
１
．
66
倍
に
な
る
と
の

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
23
年
度
決
算

額
で
こ
れ
を
当
て
は
め
ま
す
と
、
お

お
よ
そ
１
６
０
０
万
円
弱
の
増
収
と

な
り
ま
す
。
こ
う
い
う
も
の
こ
そ
先

に
手
を
つ
け
る
べ
き
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

ま
た
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
先

立
っ
て
法
人
税
実
効
税
率
が
５
％
引

き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
財
界
は
、
法

人
税
の
引
き
下
げ
と
消
費
税
率
の
引

き
上
げ
を
言
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
そ
れ
に
伴
う
地
方
へ
の
影
響
を

相
殺
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
県
た
ば

こ
税
か
ら
税
源
移
譲
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
市
た
ば
こ
税
の
税
率
が
引
き

上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で

す
。
こ
れ
に
よ
る
増
収
は
７
８
０
０

万
円
と
の
こ
と
で
し
た
。
一
方
、
法

人
税
実
効
税
率
引
き
下
げ
に
よ
る
市

へ
の
影
響
額
は
、
９
６
０
０
万
円
の

減
収
と
言
う
こ
と
で
あ
り
、
差
し
引

き
、
１
８
０
０
万
円
も
の
減
収
に
な

っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
法
律
の
改
定

に
よ
る
も
で
は
あ
り
ま
す
が
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
本
議
案
に
反

対
し
ま
す
。
」
と
の
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。

　

議
案
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

７
議
案
全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
、
平
成
23
年
度
八
潮
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
の
分
割
付
託
を
は
じ
め
決
算
関
係

８
議
案
、
補
正
予
算
関
係
７
議
案
、

そ
の
他
の
２
議
案
あ
わ
せ
て
17
議
案

の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
請
願
第
４
号
南
部
地
区
区

画
整
理
事
業
区
域
の
町
名
変
更
見
直

し
に
関
す
る
請
願
書
の
審
査
も
行
い

ま
し
た
。
請
願
の
審
査
で
は
、
多
数

の
傍
聴
者
や
報
道
機
関
が
見
守
る
中

で
４
人
の
委
員
か
ら
請
願
採
択
に
賛

成
の
意
見
が
出
さ
れ
１
人
の
委
員
か

ら
反
対
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

17
議
案
す
べ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

　　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
、
平
成
23
年
度
八
潮
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
の
分
割
付
託
を
は
じ
め
決
算
関
係

４
議
案
、
平
成
24
年
度
八
潮
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
の
分
割

付
託
な
ど
の
補
正
予
算
関
係
４
議

案
、
そ
の
他
の
１
議
案
の
あ
わ
せ
て

９
議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
八
潮
市
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ

い
て
で
は
、
意
見
と
し
て
「
平
成
23

年
度
の
八
潮
市
介
護
保
険
特
別
会
計

は
、
１
億
６
９
７
２
万
３
千
円
の
黒

字
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
黒
字
分
の

内
、
１
億
４
千
万
円
を
基
金
に
積
み

立
て
る
と
い
う
補
正
予
算
に
な
っ
て

い
ま
す
。
平
成
24
年
度
か
ら
は
、
65

歳
以
上
の
保
険
料
が
改
定
に
な
り
ま

し
た
。
最
低
限
に
抑
え
た
と
は
い
え
、

八
潮
市
の
保
険
料
も
上
が
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
う
い
う
中
で
、
基
金
額
は
、

合
計
３
億
円
以
上
と
な
り
、
今
後

24
、
25
、
26
年
度
の
３
年
間
の
事
業

計
画
は
こ
の
保
険
料
で
実
施
し
て
い

く
わ
け
で
す
が
、
も
う
少
し
市
民
に

還
元
で
き
る
よ
う
な
施
策
に
す
べ
き

と
考
え
、
反
対
の
討
論
と
い
た
し
ま

す
。
」
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

９
議
案
す
べ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

■
会
派
名
の
変
更

　

「
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ
」
が
８
月

28
日
付
け
で
「
や
し
お
党
」
に
変
更

と
な
り
ま
し
た
。

■
東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
議
会
議
員

の
変
更

　

９
月
21
日
付
け
で
、
東
埼
玉
資
源

環
境
組
合
議
会
議
員
の
武
之
内
清
久

議
員
が
辞
職
し
た
た
め
新
た
に
小
倉

順
子
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

■
会
派
の
変
更

　

10
月
１
日
付
け
で
、
吉
田
準
一
議

員
と
柳
澤
功
一
議
員
が
「
自
民
ク
ラ

ブ
」
を
退
会
し
、
「
民
政
ク
ラ
ブ
」

に
所
属
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
日
付

け
で
、
「
緑
風
ク
ラ
ブ
」
が
解
散
さ

れ
、
大
山
安
司
議
員
が
「
自
民
ク
ラ

ブ
」
に
所
属
し
ま
し
た
。

■
議
案
第
78
号
　
八
潮
市
教
育
委
員

会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

９
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
る
八
潮
市
教
育
委
員
会
委
員
に
、

並
木
利
美
子
氏
（
な
み
き　

と
み

こ
、
大
字
新
町
１
６
２
番
地
３
）
が

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

■
議
案
第
79
号
　
八
潮
市
教
育
委
員

会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

９
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
る
八
潮
市
教
育
委
員
会
委
員
に
、

朝
稲
康
秀
氏
（
あ
さ
い
な　

や
す
ひ

で
、
大
字
中
馬
場
31
番
地
３
）
が
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

■
議
案
第
80
号
　
八
潮
市
公
平
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

９
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
る
八
潮
市
公
平
委
員
会
委
員
に
、

秋
山
和
子
氏
（
あ
き
や
ま　

か
ず

こ
、
中
央
二
丁
目
２
番
地
４
）
が
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

■
議
案
第
81
号
　
八
潮
市
公
平
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

総
務
文
教
常
任
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

福
祉
環
境
常
任
委
員
会

8

議
会
人
事
・
構
成

議
案

要
望

　

９
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
る
八
潮
市
公
平
委
員
会
委
員
に
、

渡
辺
幸
男
氏
（
わ
た
な
べ　

ゆ
き

お
、
大
字
浮
塚
34
番
地
）
が
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

■
議
案
第
82
号
　
八
潮
市
公
平
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

９
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
る
八
潮
市
公
平
委
員
会
委
員
に
、

狩
野　

稔
氏
（
か
の
う　

み
の
る
、

大
字
柳
之
宮
99
番
地
）
が
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

■
議
案
第
83
号
　
八
潮
市
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

い
て

　

９
月
29
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
る
八
潮
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
に
、
　
間
孝
男
氏
（
く
さ

ま　

た
か
お
、
千
葉
県
流
山
市
西
初

石
３
丁
目
１
４
５
６
番
地
の
１
マ
イ

キ
ャ
ッ
ス
ル
初
石
５
０
７
）
が
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

■
地
球
社
会
建
設
決
議
に
関
す
る
陳

情
書

陳
情
者
住
所　

横
浜
市
中
区
本
郷
町

３
|
２
８
７

陳
情
者　

荒
木　

實

■
八
潮
市
自
治
基
本
条
例
の
一
部
の

改
変
を
求
め
る
陳
情
書

陳
情
者
住
所　

八
潮
市
大
曽
根
８
９

７
|
５

陳
情
者　

福
嶋　

幸
雄

■
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
「
地

方
財
源
を
確
保
・
充
実
す
る
仕
組

み
」
の
構
築
を
求
め
る
意
見
書
の
採

択
に
つ
い
て

要
望
者
住
所　

新
潟
県
村
上
市
三
之

町
１
番
１
号

要
望
者　

全
国
森
林
環
境
税
創
設
促

進
議
員
連
盟
会
長
板
垣
一
徳
（
新
潟

県
村
上
市
議
会
議
長
）

■
危
険
な
米
軍
輸
送
機
オ
ス
プ
レ
イ

の
配
置
・
飛
行
訓
練
計
画
の
撤
回
を

求
め
る
決
議
・
意
見
書
提
出
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

要
望
者
住
所　

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

浦
和
区
高
砂
３
|
10
|
11
第
一
木
村

ビ
ル
３
階

要
望
者　

埼
玉
県
平
和
委
員
会

代
表
理
事　

住
吉
陽
子

陳
情


